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JAみなみ筑後について

組織のトップが女性活躍を先導
JAみなみ筑後の皆さまを取材しました

女性は農業を支える重要な担い手です。
農業・農村の発展のためには、女性農業者が自身の農業経営だけでなく、

農業委員会や農業協同組合、土地改良区といった地域の方針策定に参画していくことが重要です。
この取組を進めるためには、組織トップのリーダーシップが欠かせません。

トップが女性活躍を先導したJAみなみ筑後での取組を事例として、
女性登用の必要性や、検討過程などにおける、

当時と現在の組合長をはじめとした関係者の思いをご紹介します。

JAみなみ筑後では、理事として４名の女性が活躍しています（令和６年３
月末時点）。令和３年度に総代定数を削減し、女性総代数を増やす取組、同様
に理事の定数削減を実施。女性理事の選出を、女性部枠２名選出から、地域
枠４名（全理事の20％）選出へ変更しました。

トップが導く女性活躍
～JAみなみ筑後の事例から～

JA福岡中央会会長
元JAみなみ筑後代表理事組合長

乗 富  幸 雄 さま

女性の姿が
見えないとの気づき

「女性の参画を進めようと思った理由は？」Q
福岡市内での研修会に参加したとき、
会場を見渡すとほとんどが男性でした。
そのときに講師の先生から
「女性がいないじゃないか」と言われ、
その言葉が印象に残り、強い問題意識を持ちました。
農業の現場では女性の活躍が欠かせないのに、
意思決定の場に女性がいないのはおかしいと感じました。
組織として女性の参画を進めるため、
女性理事の増員に取り組むことを決めました。

取組への流れと効果

動画視聴は
コチラから

本インタビューは動画でご視聴いただけます

https://myfarm.co.jp/women/empowerment/

福岡市内の研修会に参加した際、
講師から「ここには女性がいない」
と指摘を受けた。会場を見渡すと、
ほとんどが男性だったことに強い
問題意識を持ち、意思決定の場に
女性が少ない現状を改めるため、
役員体制の改革を決意。

JAグループ福岡で設定している女
性理事15％の目標の達成に向け、
女性理事の増員に向けた取組を開
始。具体的には、女性理事の選出を
「女性部枠」から「地域枠」に変更す
ることで、各地区から女性を選出
する仕組みを導入。

選出が難航するなどで、地域から
反発があるのではないかという懸
念もあったが、地域で活躍されて
いる女性たちが手を挙げ、想定以
上にスムーズに選出が進んだ。地
域の代表としての女性理事の発言
も増え、理事会も活性化。

女性を地域の代表として
選出する仕組みづくり

想定以上にスムーズな
選出と理事会の活性化



株式会社マイファームは女性農業者が、自身の能力を発揮して農業における様々な組織で活躍されること、農業を
魅力ある職業として選択する方が増加し、地域の農業が活性化することを目指して事業に取り組んでいます

メールアドレス：women-pref.r4@myfarm.co.jp
電  話  番  号：050-3343-7441（平日10:00～17:00）お問い合わせ

令和６年度農林水産省補助事業 女性が変える未来の農業推進事業

地域の実情が反映される
現場の実情を踏まえた意見が意思決定に
反映されるようになった。
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JAみなみ筑後理事
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「地域枠での理事就任による変化は？」Q

「改選後に組合長に就任した印象は？」Q

「女性へのメッセージをお願いします」Q

会議の雰囲気が変わる

以前は女性部からの選出のみでしたが、
地域枠を設けたことで、地域ごとに女性理事が選ばれ、
女性の意見もより多様になり、地域の課題が具体的に
議論されるようになりました。また、女性理事自身も
「自分たちの意見が求められている」という意識を持ち、
発言が増えました。結果として、より活発で
現場に根ざした議論ができるようになりました。

女性理事が増えたことで、会議の雰囲気が変わり、
より前向きな意見が出るようになりました。
これまで以上にチームワークが強化され、協力しながら
課題解決を進める空気が生まれています。
組織全体が変わってきたと実感しています。

私自身、最初は何も分からず不安でした。
しかし、やってみると、少しずつ自信がついてきました。
誰もが最初は初心者です。
だからこそ、まずは一歩踏み出してみてほしい。
女性の声がJAや農業、地域の発展に
つながると信じています。
あなたの意見が、未来を変える力になります。

理事会での意見交換が活発になり、
より多角的な議論が行われるようになった。


